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狩猟免許試験
予備講習会

【日時】７月１４日（日）９時～

　　　　※わな猟のみ

　　　　８月１８日（日）９時～

【場所】県立大学（池キャンパス）

【受講要件】

　市内に住所登録している２０

　歳以上の方で、試験合格後、

　猟友会へ加入すること。

【受講料】市補助により無料

【定員】２０人　※先着順

【申込方法】

　狩猟免許申請書の原本または

　写しをご持参の上、７月５日

　（金）までに産業振興課総務班

　または香美猟友会事務局まで

　お申し込みください。

【問い合わせ先】

　産業振興課総務班　

　☎５３－１０６２

　香美猟友会事務局　

　☎５３－２１８８

免許取得補助金

【対象者】市内に住所登録して

　いる２０歳以上の方で、２５

　年度中に第１種狩猟免許・所

　持許可免許証を取得できる方。

　免許取得後は、予察捕獲班に

　加入し、有害鳥獣捕獲に継続

　的に従事できる方。

【補助金額】必要経費の２／３

　以内（上限額７万円）

　※支払いは、免許取得後の精

　算払い（領収書確認後）になり

　ます。必ず講習受講前に、補

　助申請を行ってください。

【問い合わせ・申込先】

　産業振興課総務班

　☎５３－１０６２

狩猟免許試験

■猟銃等講習会兼試験

【日時】６月１８日（火）・８月

　２０日（火）・１０月２２日（火）

　８時３０分～

【場所】高知県警察本部

【申込方法】

　講習日の１カ月前から１４日

　前までに警察署で申請手続き

　を行ってください。

【問い合わせ先】

　香美警察署　☎５２－０１１０

■第１種狩猟免許試験

　わな猟・網猟免許試験

【日時】

　◆わな猟免許試験

　　７月２１日（日）・８月２５

　　日（日）１０時～

　◆わな猟・網猟免許試験

　　８月２４日（土）１０時～

【場所】県立大学（池キャンパス）

【受験料】

　初　心　者：５，２００円

　一部免除者：３，９００円

【申込期限】

   ７月１２日（金）必着

【問い合わせ・申込先】

　高知県鳥獣対策課

　☎０８８－８２３－９０４２

　香美猟友会事務局

　☎５３－２１８８

　有害鳥獣による農林作物への被害が著し

く増加し、深刻な問題となっています。

　一方で、狩猟者は減少し、高齢化が進ん

でいます。狩猟免許を取って田畑を守りま

しょう。

報賞金も出ます

　狩猟者になり、市から捕獲許

可を取得し、有害鳥獣を捕獲す

ると報償金が出ます。

◆平成２５年度 報償金（１頭あたり）

　ニホンジカ　　　　　　　１０，０００円
   サル  　　　　　　　２０，０００円

　イノシシ　　　 　　８，０００円

　ハクビシン・ウサギ　２，０００円

　カ ラ ス    　    　　１，０００円

　※狩猟者以外の方には報償金は出ません。

被害・捕獲報告

　市内での平成２４年度の有害

鳥獣被害および捕獲頭数につい

てお知らせします。

◆被害報告状況
被害報告件数　　　　  　　８１件

林業被害   　　 　 １０７万５千円

農業被害　　　 　 ６７２万６千円

漁業被害　　  　　　   ３００万円　

合計※　　    　　１，０８０万１千円

※報告があったものの被害合計額です。

◆捕獲頭数
　ニホンジカ　    　２，０６４頭

　イノシシ　　　　        １９８頭

　サ　ル　　　　　           ６４頭

　ハクビシン　　　           ２０頭

　ウ サ ギ  　　　             １３羽

　カ ラ ス    　　　           ３４羽

　ハ　ト　　　　              ３２羽

　カ ワ ウ    　　　           ２７羽

　アオサギ    　　　         １５羽

狩猟免許を取って
田畑を守ろう！

山に入られる方はご注意を！
　有害鳥獣による農林作物被害の軽減を目的として、

市内の、鳥獣保護区を除く全域で、銃器・わなでの捕

獲を行っています。

　山道を歩く際には、目立つ服装や、鈴を

携帯するなど、十分に注意してください。

【問い合わせ先】　

　産業振興課総務班　☎５３－１０６２
　　
   やなせたかしＣ

さ
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